
　糖尿病治療薬であるSGLT2阻害薬が臨床で広く使用されるように
なったが，SGLT2阻害薬はいくつかの大規模臨床試験において，糖尿
病患者のみならず非糖尿病患者においても心腎保護作用を有することが
相次いで報告された。超高齢社会を迎えたわが国において心房細動
（AF）は増加しつづけており，AFは脳卒中，心不全，死亡の強力なリス
ク因子であることは広く知られている。SGLT2阻害薬の心保護効果の
なかで，特にAFに対しても効果が期待できる可能性を支持するデータ
も示されている。そこで本稿では，SGLT2阻害薬のAFに対する可能性
について，最近の基礎的，臨床的知見を踏まえて述べていきたい。
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